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EMPOWERMENT 
INFORMATICS エンパワーメント

情報学

人の機能を補完し、人とともに協調し、人の機能を拡張する情報学

展示を通じて 
システムを洗練する
研究スタイルの実践
写真…ARS ELECTRONICA 2014・デバイスアート国際展  
（2014年、本プログラム主催展示会にて）

ご挨拶

プログラムリーダー　

亀田能成
計算科学研究センター 教授

エンパワーメント情報学プログラムは、当初、文部科
学省課程博士教育リーディングプログラムとして
2013年度に採択されて始まり、その最終評価として
S評価を頂きました。その後は、筑波大学に定着した
ユニークな学位プログラムとして今に至ります。
　エンパワーメント情報学プログラムでは、「補完」「協
調」「拡張」の三本柱によって構成されるエンパワー
メント情報学の全体像を俯瞰しつつ、基礎的研究力
に加えて、「分野横断力」「魅せ方力」「現場力」とい
う三つの人材育成目標を達成するための特色あるカ
リキュラムを構成しています。 

　私自身、本プログラムの立ち上げ時期から関わっ
てきており、優秀な学生が育ち巣立っていくのを見送
ってきました。学生の皆様におきましては、実り多き
有意義な学生生活を通して、世界を変える力を修得
し、世界に羽ばたいていけるよう、本学位プログラム
が役立つことを願っています。
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エ ン パ ワ ー メ ン ト 情 報 学 プ ロ グ ラ ム と は 人材養成の目的

講義風景（エンパワーメント情報学原論）

人の機能の補完による

エンパワーメント
障がい者や高齢者などの身体や感覚の機能が低下した人の物理
的・認知的機能を補助・補完・治療します。

例…歩行や日常生活動作の機能が低下した人の機能の補完の実
現に向け、生体電位信号等から得られる人の運動・感覚・生理・生
活情報を活用し、サイバニクス技術による機能改善治療、機能再生、
自立生活支援、介護支援、作業支援等を実現します。

Wearable Cyborg HAL（河本浩明教授 研究成果）

人の機能の協調による

エンパワーメント
人が日常的に接する工学システム（移動体等）を人と一体化させるよ
うに支援します。

例…自動車の乗車時の心身状態は，短期的・長期的な時間の流れ
のなかで変化します。特に自動運転車両が普及する未来では、交通
環境などの状況に合わせた搭乗体験が提供されるべきだと考えら
れます。

自動運転車両搭乗時の新しい体験の研究（北原格教授 研究成果）

人の機能の拡張による

エンパワーメント
人が潜在的に有している心身的な能力とその機能を外在化し伸長
させます。

例…機械技術とデジタル技術を駆使して、外界を知覚する人の感
覚を再構成します。工学だけではなく、医療応用やアート、スポーツ
などにも展開していきます。

触覚を介した車両周囲の近接知覚の研究（矢野博明教授 研究成果）

現場力

基礎的研究力

分野横断力 魅せ方力

産官学にわたる実問題の解決能力

俯瞰力と独創力に
裏打ちされた多角的で
複眼的な思考力

研究成果の本質を
効果的かつ魅力的に
伝える表現力

エンパワーメント情報学プログラムは、博士課
程教育リーディングプログラムとして、2013年
度に文部科学省により新規に採択されました。
本プログラムでは、「人の機能を補完し、人とと
もに協調し、人の機能を拡張する情報学」として、
新たに「エンパワーメント情報学」を創設し、こ
れからの人類社会にとって、安全性、利便性、
心の豊かさの向上といった様々な観点から、人
の生活の質を向上させる工学システムを創出で
きる人材の養成を目指しています。

エンパワーメント情報学の創設

エンパワーメント情報学は、「人の機能の補完・
協調・拡張の三本柱によって構成」されます。こ
れらの三本柱は筑波大学の強みであり、産業界
にもつながる我が国の重要課題です。
　エンパワー（Empower）とは、本来「人に能力や
権限を与える」という意味であり、 エンパワーメ
ント（Empowerment）は、個人や集団が潜在的な
能力を発揮することを可能にする社会を実現し
ようという社会学的な意味で用いられてきました。
近年では、看護・介護、ビジネスの場面でも用
いられ、実践されています。ここでは、人の自立・
自律を促し、支援することを通じ、人 の々生活の
質を向上させるための情報学として新たに体系
化されるものが、「エンパワーメント情報学」です。

本プログラムでは、「人をエンパワーする」シス
テムを創出できる人材に必要な能力として、「分
野横断力」「魅せ方力」「現場力」の三つの資質
の涵養を人材育成目標に掲げ、特色あるカリキ
ュラムを構成しています。
　このカリキュラムにより、専門的研究力を確保
しつつ、多様な文化的背景を有する人 が々集ま
る国際社会において、イニシアティブを発揮でき
るグローバル人材を養成します。
　本プログラムによって、学生は、卓越した独
創力に基づく研究力に加え、俯瞰力に裏打ちさ
れた、多角的で複眼的な思考力としての「分野
横断力」、研究成果の本質を効果的かつ魅力
的に伝える表現力を基盤としてグローバルな舞
台で活躍する「魅せ方力」、産官学にわたる実問
題を解決できる「現場力」を備えた人材となりま
す。

三つの人材育成目標
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会議室

Large Space
管制室

C D

B

A

D

エンパワースタジオ

ワイヤー駆動モーションベース
世界最大の可動範囲18m（w）×9m（d）×7.4m（h）を誇るワ
イヤー駆動モーションベース。7本のワイヤーにより映像空間
で被験者を飛行させます。

A

Large Space
リサーチアトラクタとしての世界一のVirtual Realityシステム。
全周壁面と床面に立体映像を投影。モーションキャプチャ、
モーションベース等を備えた大空間実験モジュールであり、
従来のスタジオでは実現できなかった広い場所での人や物
体の運動の計測や、バーチャル世界における運動感覚・移
動感覚の生成等の実験を可能にしています。

Large Spaceの構造
•全周壁面､床面立体映像投影用プロジェクタ
（Christie Digital Mirage DS＋14K-M 12台）
•モーションキャプチャ（OptiTrack Prime 41 20台）
•全ての機器はトラス上部に設置
•床面はオープンスペースなので多様な研究テーマに使用可能

本プログラムの特徴である「展示を通じてシステ
ムを洗練する研究スタイル」を日常的に実践し、
現場力、魅せ方力、分野横断力を養成するため、
エンパワースタジオを設置しています。
写真…BIRD SONG DIAMOND Japan 2016　　　　　
　　　 （2016年、本プログラム主催イベントにて）

充実の設備と機材をフルに活用する 必修科目

エンパワーメント 
プロジェクト研究
•各学生が主たる研究から離れて，学生同士でチー
ムを組んで自由かつ主体的な研究テーマを立てて研
究を実際に推進します。
•研究計画に基づき、研究目的、研究方法の具体的
記述、研究成果の実用化の見通しや社会的貢献度
を含めた申請書を作成し評価を受けます。
•分野の異なる複数の教員による指導を受けながら
プロジェクトを遂行します。
•チームワークによるリーダーシップ、サポーターシッ
プの重要性を学びます。

エンパワーメントプロジェクト研究による成果
̶研究室を超えたコラボレーション
プロジェクト研究での研究室を超えたコラボレーショ
ンにより、これまで国際会議での発表や雑誌論文へ
の採択などの学術的な成果だけでなく、国際的なコ
ンテストでの優勝や世界最大規模のメディアアート
フェスティバルでの展示など、学際的な領域で顕著
な成果が挙げられています。

プロジェクト研究で実際に作られたシステムの数々

B

グランドギャラリー
学生が魅せ方力を磨く場。目的に合わせて臨機応変に使用
できます。エンパワーメントプロジェクト研究やエンジニアリ
ングレジデンス実習で開発したシステムのデモにも使われま
す。

C

ショールーム型実験室
研究中のエンパワーメントシステムの製作の場であり、展示
も兼ねています。 多くの人たちが関わる産学連携の様子

ノマド型実験室
学生が産官学の様 な々課題にチャレンジする場です。

D
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学生支援

本プログラムでは、学生が学修に専念できるよう、
さまざまな支援を行っています。

筑波大学特別奨励学生
（給付型学習奨励金：所得税・住民税課税対象給付金）

授業料減免措置

本プログラムの学生は国立大学法人筑波大学特別奨励学
生実施要項に基づき、特別奨励学生としての選考のうえ、奨
励金を受給することができます。この奨励制度は、主体的に
独創的な研究を計画・実践し、グローバルに活躍するリーダ
ーとなることを支援するために実施するものです。

本プログラムの履修生は、入学時から特に優秀であると認め
られていることから、本学において授業料が全額が免除され
ます。

国内外旅費支援
国際・国内学会等での発表、コンテストへの参加等、研究
に係る旅費を支援します。事前に指導教員と十分な打ち
合わせを行い、申請してください。

支給額 7万円／月（2020年度以降）

年次 授業料免除 納付額
1～5年次生 全額免除 なし

※授業料の改定が行われた場合は、改定時から新たな納付金額を適用

A. 国費（担当）による支援
及び日本学術振興会特別
研究員事業（DC）を受給し
ている場合は奨励金は受け
られません。また、有職者と
して給与を支給されている
者も同様です。

他の支援経費等を
受給していても奨励

金は受給できますか？

奨励金を受給しな
がらアルバイトをす

ることは可能ですか？
A. 採用期間中、学業の妨
げにならない程度のアルバ
イトをすることは認められて
います。

修了後のキャリアパス
本プログラムには、「人の補完・協調・拡張」の三本柱
に対応する企業等の研究者が担当教員として参画して
おり、学生の指導、アドバイスを行います。また、「エン
ジニアリングレジデンス実習」が必修科目であるなど、
カリキュラムの一環にインターンシップが組み込まれて
いることで、産業界でグローバルリーダーになれる人材
を育成します。

島津製作所、マツダ、トヨタ自動車、日産自動車、ボッシュ

ソニー、日本電気、日立製作所、日立ハイテク、パナソニック、
京セラ、三菱電機、東芝インフラシステムズ

竹中工務店

コニカミノルタ、大日本印刷、富士フイルムビジネスイノベ
ーション

NTTコミュニケーション科学基礎研究所、NTTドコモ、ヤ
フー、ソフトバンク

ビジュアルインテリジェンス研究所、リクルートホールディ
ングス、電通

産業技術総合研究所、日本自動車研究所、シカゴ大学、旭
川工業高等専門学校

アマゾンウェブサービス、ビズリーチ

アルム、豆蔵、明和電機、エスディーテック、ティーガイア、
ACCESS、CYBERDYNE、PHC、SCSK、TATEITO

三菱UFJ銀行

就職先の例住宅支援（エンパワー寮）
希望者は筑波大学追越宿舎内にある「エンパワー寮」に入
居することができます。学生が寝食を共にし、コラボレーショ
ンを促進します。室内には学生同士の交流の場も用意され
ています。
＊寮費約3万円は自己負担（光熱水費基本料金含む）  
＊寮はバス、キッチン、エアコン、洗濯機、乾燥機付
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入試情報 カリキュラムの体系

本プログラムは、専門分野における十分な研究能力を有し、現実の社会に広
がるさまざまな地球規模課題に取り組むリーダーとなる資質と強い熱意を持ち、
かつ産業界でのグローバルリーダーを目指すキャリア志向のある人材を求めます。
　そのため入学者選抜においては本プログラム修了後における学生の「キャリ
アプラン調書」を提出させ、そのキャリア志向と本プログラムの内容の適合性を
審査し、口頭試問において、基礎学力に加えて表現力を見極めます。選抜方
法には、一般入試と、筑波大学大学院の既合格者向けに行う履修者特別選
抜、他研究科からの移籍希望者の選考があります。

※一般入試、履修者特別選抜とも、上記日程以外に実施する場合があります。

7月期推薦入試 8月期一般入試・ 
編入学試験

2月期一般入試・  
編入学試験

試験会場 筑波大学（筑波キャンパス） 筑波大学（筑波キャンパス） 筑波大学（筑波キャンパス）
募集人数 1年次 4名 1年次 4名、3年次 若干名 1年次 若干名、3年次 若干名

スケジュール

募集要項公開 4月下旬 4月下旬 4月下旬
入学願書受付 5月下旬 7月上旬 12月上旬
学力検査 7月上旬 8月中旬 1月下旬
合格発表 7月中旬 9月中旬 2月中旬

募集人数

※本プログラムは博士前期・後期課程
を一貫した「5年一貫の学位プログラ
ム」です。一般の博士後期課程への入
学は本プログラムでは3年次に編入す
ることになります。

1年次入学…8名
3年次編入学
…若干名

受験の手続きは
どうしたらよいですか？

A. 本プログラムの ウェブサイトから案内し
ている募集要項をご確認ください。出願に
あたり、希望する指導教員と事前に相談し
てください。

現在、他大学の修士2年生
ですが、編入は可能ですか？

A. 3年次からの編入学試験を行っていま
す。ただし、本プログラムは5年一貫の博
士課程学位プログラムであり、通常の大学
院よりも修得すべき単位数や修了要件が
厳しくなっています。受験を考える場合は、
まず希望する指導教員に相談してください。

関連する学位プログラム  
知能機能システム学位プログラム 
エンパワーメント情報学プログラムとの関係が深い知能機能システム学位プロ
グラム（博士前期課程、博士後期課程）では、人・社会・自然界における複雑な
現象を表す数理モデルや、数学・物理学・情報学などの理論に基づいて構成
され、様 な々機能を持つ要素が連携協調して実社会に貢献する工学システム
を作り出すために、時代のニーズに即した最先端の研究を実施しています。研
究分野は人間、コンピュータ、機械、センサ、通信と広く、医学や体育、芸術な
ど異分野との共同研究も盛んです。詳しくは、知能機能システム学位プログラ
ムのウェブサイト（www.imis.tsukuba.ac.jp）を参照してください。

指導教員は 
どのようにして 

見つければよいですか？
A. 本プログラムのウェブサイトに担当教員
リストを掲載しています。研究したい分野
を担当されている教員に直接連絡をお取
りください。

入試説明会
本プログラムでは、筑波大学の学群生及び一般向けに、プログラム
紹介と入試説明会を兼ねたオープンキャンパスを毎年4月中旬～5
月初旬に行っています。日程については、4月頃、本プログラムのウ
ェブサイトでお知らせします。

現場力と魅せ方力、リーダーシップを
身につける実践的研究力の育成

コースワークと高度専門分野の連携
による分野横断的研究力の育成

高度な研究力を備えた
グローバルリーダー育成

1年次 2年次 3年次 4年次 5年次

学位の質を保証するための審査

博士論文研究に必要な基礎力

A 1年次達成度評価

B
博士論文研究基礎力審査 

（合格により修士〈人間情報学〉の 
学位を取得可能）

C 3年次達成度評価

E 最終達成度審査
（合格により博士論文の提出が可能）

「高い研究力」に加えグローバルリーダーと
しての「現場力」「分野横断力」「魅せ方力」

D 4年次達成度評価

分野横断力
異分野複合指導体制による研究計画
立案、プレゼンテーションの実践指導

2 アントレプレナーシップ演習

チームワークを通じ、
プロジェクト型研究を実施1 エンパワーメント

プロジェクト研究

必修の専門科目（演習・実習）

現場力
学生が国内外の企業等に滞在し、現
場のニーズに即した研究開発を行う

3 エンジニアリング 
レジデンス実習

魅せ方力
異分野複合指導体制による研究計画
立案、プレゼンテーションの実践指導

4 エンパワーメント
学術雑誌論文発表演習 
エンパワーメント国際会議・ 
学術雑誌論文発表演習

三本柱の
交差と融合

エンパワーメント情報学の
三要素

システム要素

コンテンツ要素

ユーザ要素

C

D

A

B

2

1

3
4

学位論文審査

学位取得
博士（人間情報学）

人をエンパワーするシステムを
デザインできる人材の養成

基礎的
研究力

現場力

分野
横断力 魅せ方力

グローバル
人材養成

研究
力

出口を見据えた
三本柱

補完

協調

拡張

D
2025年4月1日現在

エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
情
報
学
関
連
科
目

拡張生体学
生体計測
実世界指向インタフェース
神経運動制御
触覚の計算論
実験心理学方法論
機械学習演習
エンパワーメント情報学原論
エンパワーメント情報学特別演習 I
エンパワーメント情報学特別演習 II
エンパワーメント情報学特別研究 I
エンパワーメント情報学特別研究 II
エンパワーメント情報学特別研究 III
エンパワーメント情報学特別研究 IV
エンパワーメント情報学特別研究V
エンパワーメント学術雑誌論文発表演習
エンパワーメント国際会議・学術雑誌論文発表演習
エンパワーメントプロジェクト研究
アントレプレナーシップ演習
エンジニアリングレジデンス実習
エンパワーメント研究発表演習

分野横断力・魅せ方力・現場力
という三つの人材育成目標を達成するための

カリキュラムを構成しています。
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アクセス

JR常磐線利用

つくばエクスプレス利用
つくば駅で下車。つくばセンター6番乗り場から「筑
波大学循環（右回り・左回り）」または「筑波大学中央」
行バスを利用。「第3エリア前」で下車。

•土浦駅西口3乗り場から「つくばセンター」行バス
で30分、つくばセンター6番乗り場で「筑波大学循
環（右回り・左回り）」に乗り換え15～20分
•荒川沖駅西口4乗り場から「つくばセンター」行バ
スで30分、つくばセンター6番乗り場で「筑波大学
循環（右回り・左回り）」に乗り換え15～20分
•ひたち野うしく駅東口1乗り場から「つくばセンター」
行バスで35分、つくばセンター6番乗り場で「筑波
大学循環（右回り・左回り）」に乗り換え15～20分

高速バス利用
東京駅八重洲南口から「筑波大学」行きまたは「つく
ばセンター」行きの高速バスを利用（約75分）。「筑
波大学」行きの場合、「大学会館」で下車。

● 国立科学博物館
 筑波実験植物園

みどりの駅

万博記念公園駅

研究学園駅

荒川沖駅
つくば牛久 IC

桜土浦IC

●筑波技術大学

●つくばエキスポセンター

物質材料研究機構

気象研究所●

国土地理院

洞峰公園●

土木研究所●

 第三エリア前バス停

建築研究所●

筑波宇宙センター

産業技術
総合研究所

●つくばセンター

●万博記念公園

●防災科学技術研究所

つくば JC

谷田部IC

つくば駅

125

6
408

354

筑波大学

常
磐
自
動
車
道

西
大
通
り

J
R
常
磐
線

↑ 

水
戸

秋
葉
原
↓

つ
く
ば
エ
ク
ス

プ
レス

東
大
通
り

国立環境研究所●

筑波大学 理工情報生命学術院 
システム情報工学研究群  
エンパワーメント情報学プログラム
〒305-8573 茨城県つくば市天王台1-1-1　
www.emp.tsukuba.ac.jp

か
え
で
通
り

P

P
来賓用駐車場
＊ご利用の際には3F棟1階の守衛室にて
駐車手続きを行ってください。

守衛室

第三エリア前
バス停

エンパワー
スタジオ

システム情報エリア支援室
第三エリア2階（3A201）

3A218（第三エリアA棟2階）

3L

3G 3D

3B

3A

3C

3E

3F

3M

つくば中央 IC


